
委
員
長　
　
菊
地　
忠
久

副
委
員
長　
大
野　
栄
光

委
員　
大
森
貴
之 

・ 

澁
谷
政
義

　
　
　
髙
橋
鈍
斎 

・ 

小
川
正
人

　
　
　
保
科
善
一
郎 

・ 

森
建
人

　
　
　
角
張
一
郎

　

第
58
号
議
案
か
ら
第
68
号
議
案
ま
で
の
計
11
議
案
に
つ
い
て
、定
例

会
３
日
目（
９
月
10
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、第

59
号
議
案
・
白
石
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
及
び
第
60
号
議
案
・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
、第
63
号
議
案
・
白
石
市
材

木
岩
公
園
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
３
議
案
は
、総
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、質
疑
応
答
を
経
て
、す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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
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

常    

任    

委    

員    

会

1951.10.31

〔
質
疑
〕会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
任
用
期
間
は
１
年
間
で
再

任
は
妨
げ
な
い
と
あ
る
が
、再
任

に
よ
り
長
期
間
に
渡
り
任
用
さ

れ
た
場
合
、正
式
に
雇
用
す
る
な

ど
、身
分
の
取
り
扱
い
に
変
更
は

あ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕再
任
に
よ
り
長
期
間
に

わ
た
る
任
用
も
あ
り
得
る
が
、あ

く
ま
で
４
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年

度
ご
と
に
任
用
さ
れ
る
職
員
で

あ
り
、長
期
間
再
任
さ
れ
て
も
取

り
扱
い
に
変
更
は
な
い
。

〔
質
疑
〕会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
は
、国
の
法
律
が
改
正

〔
質
疑
〕「
花
と
鳥
と
の
ふ
れ
あ
い

の
公
園
」を
企
業
へ
売
り
払
い
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、地
域
住
民
の

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕こ
の
公
園
は
、現
在
、公

園
内
の
ト
イ
レ
が
利
用
さ
れ
る

以
外
、ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、該
当
地
域
と

な
る
自
治
会
長
と
の
協
議
に
お

い
て
、本
市
の
雇
用
確
保
の
観
点

か
ら
企
業
へ
の
売
り
払
い
に
つ
い

て
は
賛
成
で
あ
る
旨
の
話
を
受

け
て
い
る
。
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討
　
論

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
９
月

12
日
）及
び
定
例
会
最
終
日（
９
月

24
日
）に
お
い
て
、第
56
議
案
及
び

第
57
議
案
に
対
す
る
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

定
例
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た
討

論
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
第
56
号
議
案・平
成
30
年
度
白
石

　

市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　◎

第
57
号
議
案
・
平
成
30
年
度
白

　
石
市
水
道
事
業
会
計
及
び
下
水

　
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

　
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反　
対　
　
　

 　
　
伊
藤　
勝
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
56
号
議
案
に
つ
い
て
は
、平
成

30
年
度
決
算
は
１
年
間
の
行
財
政

運
営
の
結
果
で
あ
り
、多
く
の
成
果

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
こ
と

か
ら
、そ
の
成
果
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。　
　
　
　

　

し
か
し
、決
算
は
予
算
に
基
づ
い

て
執
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、財
政

指
標
だ
け
で
市
民
の
暮
ら
し
が
よ

い
結
果
を
生
ん
で
い
る
か
ど
う
か

は
、必
ず
し
も
連
動
し
て
い
な
い
と

考
え
る
。　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
、地
方
自
治
体
の
役
割
で

あ
る「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」が
最

大
限
に
図
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点

に
判
断
の
基
準
を
置
い
て
み
る
と
、

疑
義
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、交
付
金

が
あ
る
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
と

い
う
考
え
方
で
は
な
く
、税
収
な
ど

自
主
財
源
を
中
心
に
、身
の
丈
に
合

っ
た
市
政
運
営
が
で
き
る
自
治
体

と
い
う
こ
と
を
肝
に
命
じ
、真
に
市

民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
事
業
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
に
お
い

て
も
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

確
か
に
限
ら
れ
た
財
源
で
自
治

体
の
本
旨
で
あ
る
福
祉
の
増
進
を

効
率
的
に
図
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
と
理
解
で
き
る
。し
か
し
、こ

れ
が
自
治
体
の
役
割
で
あ
り
、福
祉

優
先
の
財
政
運
営
こ
そ
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
で
は
、な
お
さ
ら
重
要

だ
と
考
え
る
。　
　
　
　

　

第
57
号
議
案
に
つ
い
て
は
、下
水

道
事
業
は
本
市
の
財
政
も
厳
し
い

中
で
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

◎
白
石
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例　
　
　
　
　
　
　

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

　
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

　
関
す
る
条
例　
　
　
　
　

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、

そ
れ
に
伴
う
本
市
の
財
政
負
担

に
つ
い
て
、国
か
ら
の
財
政
措
置

は
な
さ
れ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕現
時
点
に
お
い
て
、平
成

30
年
度
と
比
較
し
て
、令
和
２
年

度
で
約
６
千
400
万
円
、令
和
３
年

度
で
約
１
億
700
万
円
の
支
出
増

と
試
算
し
て
お
り
、財
源
的
に
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
市
長

会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

◎
白
石
市
材
木
岩
公
園
等
設
置
条

　
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例


